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' 9 6年夏 梅i●明けと同時に強い口射 しの日々、 しかしその中にも赤

トンボやコスモスなど、秋を感 じさせる生きものたちがちりばめられ

ている飛騨の短い更です。皆litにはお,こ気でお過ごしのこととttいま

す。私たちあぶらむのりで生活 している者も、 同元気にしています。

しかし その 1'にあつてflの方は 少々元気不十分といつたところです。原因は、

「親の r離れJを めぐっての頭とからたの葛藤にあるのです。

この本、進学のため ドの二人の子,tたちも家から出ていつてしまいました。頭の中

で1よヽ やヽと0 うヽほと
｀
わかって, たヽ●)こすが、 | さヽ誰も, なヽくなってしまうと,し、の中σ)

空白感は大きく からだ全体でこの現|たをうけとめるまでには少々‖1間がかかるよう

です.「別離J 私たちはこうした小さな別れをいくつか体験しながら やがで訪れて

くる大きな別れにむけて、■、のl●備をして行くものなのですね 私にとつては始めて

のよい訓練の 1手です にかし このように十分にr齊けしてきない17を憐れんでか、

最近 あぶ:,●にツ01の 「供たちがりえられ始めました.そ の第 口|が 「itttか,,人

人までのネパ ルの旅Jに 参ll lしたr ttたらです.

バブル経i斉のころ あふ
',し

の14Pl,4でも、ゴルフ場やスキ llに よる地域開発が

盛んにすすめられてきました リツ ト,月発といえば 本ケ1「↓:」ルノl12とスキー場の

金太郎アメ そんな で自然と調和し人々の心や1感性を、も ,́とも ,ヒじかにするリ

ツ トというII界力'あるよ」
｀
と語ってみても、今 り1 にすく :お

`ヽ
になるもののカ

は絶人で 「こころ|な どという 1業 を |にするものはイ子済力・lない0女イのたわごと

でしかなか‐,たのです.そ のような中で'9411より地■の人々を中しに始まったのが

ネパールのll ri問は一llLに如かずで、物質|1貧しきの こあ ,ても同tlな い心の安

らぎと施しを与えてくれるネパールの地、そのlLを旅する中でなたら 人一人の心に

どのような変化がうまれてくるのが、その ,実の中から臭のリゾート |しヽの安らぎと

癒し)の 在り方を考えてみたかったのです。そしてこの二月 地lLの人々を中心に、

11オの子

'tか

ら6Cl才の人人まで、総勢19名 (現地参力1の海外青年協力隊員を加えれば

22名)に よる新たなネパールの旅が始まったのです。

最近、心のバランスをくずしたりしてあぶらむの生を訪ねる著者を見ていて思うこ

との つに 自分で直接見て、触れて、感じてという 「第 ‐次体験」力'極端に不足し

ているということです。彼らの中に見るのは、テレビや雑誌等を通してあたかも見た

かのように触れたかのように思い込み、それを自分の体験としてしまう「第二次体験J

のみに満たされている姿です。

この 1つの体験のちがいはどこにあるのでしょうか。第一次体験はからだ全体を用

いてそこでの経験をうけとめ、多くの時間をかけて消化されて行く仝人格的な営みに



対して 「バーチャル リアリテイーJ(擬 似体験)と いう言葉に代表されるような第

二次体験は、脳の片隅で短時間に処理されていく一種の情報処理のたぐいのものでし

かなく、私たちの心に深く刻み込まれるようなものにはなり得ません。

私にとっての第一次体験は沖縄であり、ハンセン病を病んだ人々との出会いであり、

また、フイリピンやネパールの71もない人々の日々を生きる真剣な姿でした。それら

は全て真実なものであり、もし私がそれらを見なかつた、触れなかったと、その事実

との出会いを否定するならば、それは自分の人格を否定することになつたでしょう。

しかし、この出会つた事実へのこだわりが、やがでは未知なる自分の人生を手探りで

歩むときの確かな道標となつてくれたのです.出 会つたそれらの人やハ1来事は、私の

人引1の師であり、ひながたであったのです。心のバランスくずしている若者と接して

感じることは、彼らの中に人′卜のとっかりとなるこの |ひながた|(モデル)が ない

ということです。第 1次体験の中からは、私たちの未知なる人41の道標となるべきも

のは4iまれてこないからです.

このような理由もからみ、第 次llb瞼としてのネパールのlJlがF tttたらと,tに始ま

ったのです。

今回の旅の数ある‖1来ナの中で、私に」ヽい日
'象

をりえたのは、茶地に付さオtる人を

見る子供たちの真会1な姿でした、,ご 承知のようにヒンズー教従は、人|llはllにしてりi

なるガンジス川から生まれ、またそこへII‐,て行くと十iしています.茶 lLにされたltl

liはそのまま掏|に流されます.彼 らにとつてはこの人地力ゞ基であリ ガンシスの水と

J にヽ大にのはり、口,び雨となって大地にもどぅて

くるというl■大な輪廻のIL界の中に生きていま

す.ll前で奈毘に付されている光景に子りtたちの

企身は硬直し、無言のままくいいるようにいつま

でも見1/tけていました。人の生と,ビが私たちの手

のととかないところへ行ってしまった現在、子l■

たちはパシュパテ イナー トい■でのこの光景の中体イ=ど[1籠[』言現
でダビに付される遺

に、人が生きることと死ぬことをからだ全体で感 じ始めていました。このような第

次体験が彼らの人生の内となり血 となって、自分の し、を形成し、未知なる人41を一

歩々歩む力となって行 くことを、真剣に見続ける1/xらの後姿の中に私は強く感 じさせ

られました。

さて、黙想の家、研修棟としての 「諸魂庵 |が 落成 して一年がたちました。290年

余の時の歩みを刻んだ館、どこか人の心を優 しく包んでくれるのです。その空間を十

分に用いるまでには少々時間がかかるのが現状ですが、それでも多くの人々に,しヽの安



らぎを与えてきたように思います.こ の六月には地元日本看護専門学l‐生たちの ト

レーニングキャンプをひきうけました。「自分とむきあうJこ とが一つの課題でした

が 私はそのために 「瞑想 |の  時を取 り入れました.オ ーム事件によりこの瞑想と

いう言葉に多 くの偏見がもたれていることや、また、瞑想への若者たちの反応がわか

らず プログラムの中に取入れることに躊躇した私でしたが、諸魂庵とあぶらむのリ

のもつを しの力を信 じて取入ることにしました。「瞑想の1寺が一番素直に自分としき

あうことができたJと いう彼らの声に、今後の活動に対して大きな気づきとl・nま しか

与えられました。今11はその声も紹介させていただきたく思います.

夏本番 どうぞ時節柄呉々もご自愛 |さいませ。あぶらしのT訪 ,1を皆様のご予定

にお加えいただければ幸いに思います.ス タソフー同、キヤlFのおいてをお待ちしてお

|,ま→.

1,%年
'月

 需夏

あぶらもの会

イにた    人 И↓    |,

「ひとみ」
岡 田 明 子

私は ネパールのどんなところにひかれたんだろう、と考えてみるとたくさんの

「ひとみ|だと思います。パシパテイナ ートの子どもたち、フルチ:lキ学校のみん

な   .暮 らしも豊かではないのに、なぜみんな あんなにいい″なんだろう。な

ぜ |ひとみ|があんなに41き41きとしているんだろう.

パシパテイナ ートで私と手をつないでくれた女の「がい

ました。そのとき私の′し、は、すごくやさしい気」+ヽでいっ

ぱいでした。その rの′し、がつないでいる手が
',ト

クトクと

流れているみたいな   .

言葉かつうしなくても心でつうじあえるってなんだかと

てもすてきなことだと.Hいます.み んなと′亡、かつうしあえ

たら、戦争なんてなくなるのになあ と考えた0し ました,

さて こ′)作たの結末は、「なもネパールの子ともたちの

ようにやさしくなりたいJで も 「ネパールの了どもたちの

ひとみに近づきたいJで もありません。これは単なる日本

人のきれいごとになってしまうからです。

まる(しいほどに輝いているネ
バールの子供たちのひとみ な
ぜだろう.



自分らしく生きてみたい、これが私の思つたことです。やさしくなりたいなんて、

はつきり言って (書いて?)、私はやさしくなんてなれません。やさしいというのは

岩波国語辞典で調べると (笑)、「思いやりがあつて、親切なこと|と .Lしてありまし

た。もし方が一私が 「やさしくJな ってしまったら、怒る 泣く 喜ぶ 楽しむの感

情はどこへ行ってしまうのか?一生、人のために 「やさしくJな らなくてはならない

のか?

たしかに 「やさしいJ人 は、人に好かれるけど、自分のために生きることはできま

せん。その点ネパールの子は 1〔オ1になrかれようとしていないし自分¨しく生きてい

ます。その」1き41きしたひとみが語ってくれてやっとわかりました。

最後に私をネパ ルにつれていって下さつた人郷さんをはじめいろいろな方と、ウ

ベやアンカミやカールさん本当にありがとう。

『なんだ?なんだ?この子連はあ～ !』

ポカラでの夜のこと。湖‖|にある屋外レストランで、F十らくたびれた我らがグルー

プの子どもテープルでは、・llが始まった。

,V‖いとはいえ、(オイ!オイ1)と 小 し́ヽの私は思わず、あたりのヨーロッパ人を

気にするて,歌 は覚え,|てのネパールの歌で、朴え歌も作つて実つている。

緒にうたつているのは、ltrの茂み,Lしにいる数人のネパールの「ども達。

食べ物をせがまれて,■惑いなが,, ,ヽ 11弁当の残りを手渡した後¨しい。

| 弁ヽ当は、ゆで にイとサンドイツチ.Ftベタヽし

ても‖|も捨て,,れずに持 ら歩いていたのは この

国ではご馳ただという―Iを ,こて来たせいかもしれ

ない,

もらって嬉しい、あげて好 しい、、、と言う事な

の71、ついでに′し、のやり収 りなんかもしたようで

とにかく面白そうにつたつている.

(こんなことしていいの?、、、)つ いつい考えて

に、なんてさわやかなこの rた ち・

京にのってジャングルヘ

しまいそうな私を実い飛ばすよう

理凧よりも′きのものさしを使った方が気持 ちいいよ と、言われたみたいな、、、.

パシュバテ ィナ トでの火葬、羽をむしらオtて夕食になつた鶏や九焼 きのやぎの事

水や食べ物で ド林1の洗礼 も受けた。

食べ物、宗教、暮らし、自然、、、どの場

"「

でも日本にいる時よりも命が身近なこの



旅の中で、我らが子ども達はたくましかつた。

自分達とはあまりに違うこの国のことを、面白がつたり、驚いたり、戸惑ったり、

時々、自分のことで精一杯状態に陥りながらも、その日をそらさないで見ていた。

最後の日には、カトマンドウの迷路のような雑踏の街に放し飼いにされて、全智全

人格?を駆使した買い物。 さてお土産は?

たくさんの買いl・|と、思いでと、 ド痢の続き、それに気ずかずに心の中に落ちた・

命の種 (たね)"も 、じっくり、じっくり 育つのが楽しみです。

やすこママ

「ヒマラヤの国から」
'95年度  青年海外協力隊 1次 隊

派遣国ネパール  大久保 嘉 久

ナマステ (こんにちは)

私が協力隊の隊員として、ネパールに来て半年が過ぎました。11年にして、ようや

くネパール人と同じ視線で物事を見る事が出来るようになりました。また、隊員とし

ての活動もゆっくりではありますが動き始めました。

私は、現在29才 です。29才 のこの年が、こんなに躍動した年になるとは思いも

しなかった事です。もし、あのまま飛騨の地にてなすがままに時にlrtされていたら、

私は、視野がだんだん狭くなり、毎H酒 を飲み、他人様に自分の不満を薦き散らして

いたでしょう。

ネパールに住んでみて、「生きる」と言う事は、 ′「きよう」としなければ 「生きて

いる意味」がないのではないか。などと号えたりします。私が生きようとする姿を他

人が見て、私を助けてくれる。また私も他人を助

ける。そこに和が4iまれ、その和が大きくなつて

いく。この事が専びとなりそして生きようとする

力になる。

日本に居た時の私は、他人に操り人形のごとく

生きていたような気がします。またなも操らオtる

事を望んでいたのかもしれません。日本での私を

取り巻いていた環境は、/1きようとしなくても生きていける環境だったのかもしれま

せん。ただしそれは、飯を食べ、息をしているだけの生活です。

なにはさておき、私にこの機を与えてくださつた皆様、そして私のわがままを聞い

て送り出してくれた両親、他、沢IIにお世話になつた方々に深く感謝します。

ガンドルンからみたアンナブルナ山塊



さて、ネパールでは 「ピカース !!ビ カース !!Jと そこら中で言つています。

「t/カースJの 意味は 「開発Jで す。今まで徒歩でしか行くことの出来なかった村に

も、大型のプルトーザーが入り道を作っていきます。そして出来上った道には、自動

車が通行し、人 物を通んで来ます。村人違は、外国人である私をめずらしがりおも

ちゃにして良く遊んでくれます。力'、そこに自動車がやって来たなら私の人気は急降

下、皆一斉に自動車をめぎじ急な坂道をかけずり上がります。大人も子供も、じ―ち

ゃんもば―ちゃんも、車を取り囲み笑顔で車を見つめています。村にビカースがやっ

て来たのです。とにかく皆、大喜びです。が、道を作る時にやみくもにつき進んだブ

ルトザーは、いたる所で水道管を切断し、また軍が通れるだけの道は雨が降ると上砂

くずれを起こします。

村にはお金が流通し始め、昔ながらの生活は姿を消していっています。村では、道

路、学校などの建設が行なわれ、住民は目に見えるビカースを喜んでいますが、本当

に良いことなのか疑間に思いました。

「大きなどカースはゃらなくても良い。 トイレ改良かまとなど作ったらどうか?」

と村長に言うと、「不自由はないから後」と返事が返つてきました。ネパールの人々

に必要な物はなにか、考えさせられます。

私の仕事は、水道作りです。主な活動場所は村落となり、村人の生活を見る事が出

来ます。協力隊ネパール隊員のOGが 「物を作る事は簡単な事、でもその前の準備の

方が大事」だと言つていました。少ない予算で水道を作る事は簡単な事ではありませ

んが、作る前に住民に基礎的な知識を教える事も私の仕事です。

村人のおもちゃである私が、ただのおもちゃで終わらぬよう、良く考え、村人と4:

活していこうと思つています。

黙想の家「諸魂庵」研修会
高山 ・富山 日赤看臓専門学校研修 より

先生、お元気で毎日を過ごしていらっしゃいますか?先日は大変お世話になりまし

た。3日間ではありましたが、忙しい毎日を送つていた私達にとってこれ程リラック

スし、かつ自分を見つめ直すことが出来たことは無かつたように思います。帰つてか

らも何かが私達の中で生き続けているようです。

私達は先生から多くの事を教えられました。まず一つ目は自分というものの存在で

す。「自分の事は自分が一番良く知つているJと 思つていました。そして、「じゃあ、



その自分がよく知つている自分を出してみなさい。Jと 言われたとき、「これ程難しい

ものはないJと 思いました。思つてはいるものの、形で表わせと言われると、どうす

ればいいのか分からない。もしかしたら、自分が一番良く知っていると思い込んでい

ただけなのかもしれないと思いました。結局今でも、自分とは何かという事力ヽ まっき

りと分かっていないのではないかと思います。しかし 瞑想の時間が無かったら、き

っともっとあやふやな事になつていたと思います。最初は、「瞑想?話 とかしていた

ほうが楽しいかも   Jと 思つていました。しかし、こんなに多くの人がいるのに、

瞑想している時は、いつも以上に自分のことをゅっくりと振り返り、自分を出せたこ

とに驚いています。そしてこんなにリラックスすることも   。これから先、疲れ

た時、嫌な事があった時などは特に自分自身を見つめ直し、一日一日を大切にしてい

きたいと思わされました。

1つ日は、いろいろな視点から物事を見て、その人の気持ちになるということです。

実際、ロカ'見えなかったらここまで大変なのが、言葉が.IIせなかったらこんなにつら

いものなのか、また、心と心の触れ合い、そして改めて非言語
`|コ

ミュミケーシヨン

の大切さを教えられた気がします。

たつた3 間ですが、私達にとつてこれ程のんびりとありのままの自分をユ|せた3

日間は無かつたように思います。

また、おいしくバランスのとれた食事を作ってくださつたり、実習のサポートをし

て下さつた奥様、そしてスタツフの方々に深く感謝すると, に々、簡単ではありますが、

御礼状とさせていただきます。

またお逢いできる日を楽しみにしています。

宮山赤十宇看護専門学校二年生―同

あぶらむの■の研1多では、大変お‖1.Fになりました.二  問大自然に包まれ、まる

で時が Lまっているかのようなゆつたりとした空間の中で、安らぎを感じる事ができ

幸せでした。研1傷の目的であつた'心 をゆるめる・は、みんなのま情を見ていると、

達成できたように思われます。心をゆるめると、素直な自分が出せ、ぎこちない友達

関係も、するっと自然に会話が出来たりして、それがうれしくて′しヽが暖かくなつてい

きました。でも、何が私達をここまで変えてくれたのかを考えると

自然がそうさせたのが、瞑想がきつかけとなつたのか、はたまた先生のお話が,しヽに

染みたのかよく分かりませんが、とにかく、あぶらむの里のすべてが私達の′さ地よい

ベットのような感じでした。だから安心して心を開くことが出来たのかもしれません。



時間に追われる日々の中でも自分を見失わず、あぶらむの里の自然のような潤つた

,しヽでいつもし者さんを受け人れる事ができるようになりたいです。

三日間、本当にありがとうございました.

高山赤十字看護専門学校二年生―同

.l H功ヽ看護専門学校

教 ‖1 牛 九 久 里

学41にll来してX々 しく 私の11人的な思いを少し書かせて |さい.

1,F修,1の半■達は、看護過li(どのよう|=看護してゆくかを

`慮

する学習,の CW

と、定期的なテストでストレスが高 くなっていました

ス トレスはあス,社度人間の成長には必要だ し,わ れます でもそれはストレスカiあ

,てもうまく1イ消できたり、 ストレスカウ ネヽにで きる場合であ ,́て それができない

人には苦lrで1年になることも,「われます.

flは「分の学■‖↓代と,ヒベてみると 今の学Ji

j整は レツ II校 も含め受験I↓代を勉Jn 勉ヽ強で,出

●し ,ラ ックスの方法がうまくつかめないでい

た| そのイ「ププが不 1分なようにりえます.そ し

てその1人′兄の中で ■護の勉強は学」フ)ストレス

を更に1坊くヽる要素め'多分にあると思います
視覚もなく 言葉もなく 無=の うちに思い
を伝えよう ・めかくし,翠康・実習

これに川i生した1肝でづが 先 ri川で確名誠さんの講演がありました。その中で

1 本人よみんな14引tるという.|■がllさだけど、頑張るという,:業は 『カタクナニ

ツプハル|こ と,1本 の「史をみてもその考えが一貫してながれている.そ んな中、

今の若者 ま■をするのも+し いくらいの日々を過ごしているのしゃないかなあ.そ こ

で人はそれぞれ、自分でリラックス|る 方法を見つけると良い. といったような勺

ド́を言舌さイしごヽ たヽ.

私はこの 『リラ ックスするJこ とはとても大切なことだと思います。

私や■人が
｀
あふらむのF・ 力i好きなのは 'あぶらむ・が自然の にあり、建物す

べてがゆったりとしてllL rlゃ余裕のある空間があり 更にそこに大411先生や奥様 ス

タノフの方の、物 人を問わず、大切にゆったりとい1かい入れて下さる姿があること

で、その自然で堅苦 | く́ない雰囲気が訪れる人の気持 らにゆとりを与求てくれ、その



中でふうつと一息つけるからだと思います。私自身はいつも “あぶらむ'へ 行くとリ

ラックスできて気持ちが楽しくなるのです。

そんな自分の体験から “あぶらむ"へ 行けば今のこのストレスの高い学生達もリラ

ックスでき、そこから何か自分達なりに活路を見つけだせるのではないかと思ってい

ました。

トレーニングセンター研修前の説明で 「勉強道具は持っていかないll修ですよ。J

と話しても |どんな内容の研修なんですか?J「 どんな勉強するんですか?Jと 不安

気に何回か聞いてきた学生達。

情報化時代に生きている学生違が、テレビがなくポケベルを使うのにも不都合があ

る、建物も昔風の家での研修をどう思うのか、また自己ll察 啓発をめざす体験学習

研1笏をどの様に受けとめるのかと、期待する反面、不安も持つていましたが、研修が

終わり学生の生き■きした顔を見た時に本
｀

`に

研修にきて良かつたなあと′しヽから思い

ました。

先41が言われたように、自然は人の心をいやす働きがあるのですね。

人工的な直線 (例えば机が並ぶ教室等)の 中にいた|′生違が 自然の緩やかなウ

ェープ (曲線)の 中でストレスを和らげている様子がうかがえましたし、外を眺めて

いたり瞑想の時間等に経験したように、日でとらえるものが多いほどそれにとらわれ

がちですが、日でとらえるものが少ないはど自分自身の′し、を見つめる時‖1や機会が、

学4i達に多くあったように思われました。

今回の研修のようにうまい物、うまい空気、うまい時 {時「1 空「1)を 木わうと、

人は′し、が楽しくなる、いつのまにか自分の中でかたまつていた `じこりみたいなもの'

がとれ心がやすらぐ、あたたまる。「今の自分でいいじやないの、あるがままに生き

ていこうJな んで思つたりする。

私は自分と静かにゆつくり向き合った時に、初めて解放される自分があつたなと、

そんな経験をしましたが、それはまた学4i達も同じではなかつたかと.「います。

そして更に学生達はもう一つ、今の生活の中でうまくできていなかったリラックス

すること、自分を緩和させる方法を知ったようにも思います。

これは学生達にはとでも大切なことで、何故かというと看護を学びめざす人には今

後いくつかのストレスフルな状況が予想されるからです。

私は今回の経験を経て、学生達がストレスフルな状況時にリラックスする方法を自

分なりに見つけて、うまく切り抜けていく力が一つできたように思え、それだけでも

この研修の意味が十分あったなあと思います。



一年間ボランティアを終えて

「自由に」
'95'96年度スタッフ 長 田 まどか

高校の時、中島敦の 「悟浄歎異Jを 読んで以来、そこに描かれていた 「悟空Jと

「lt浄Jの 1つの人物像がいつも私の心の中に大きく存在する。ひとつは愉れの対象

として、 もうひとつは自分自身のかたちとして。悟空というのは、自分の内側に育っ

たものが自然に言葉や行動となって現われてくる、「この上なしの とことんの 本

気Jな ヤツである。しかし悟浄の言動は、すべてが格好付けのポーズだ。そして悟浄

は、悟浄であることに満足せず、悟空に近ずきたいと願うが、どこかで悟浄でいるこ

とに安定感を覚え、それからぬけだすことができない。

私は悟浄であった。自分に自信がない。100%の力を出して、何かをやったことが

ない。何をするにも、本気で取り組んだのに失敗してしまうことが怖くて やってみ

ればたぶんできるだろうと自己の能力を過人評fllしておいて、本気でやつていないか

らこの得度しかできないんだと言い訳をしながら生きてきた。

私は実際今までどういう人生の道を歩んできただろう。大きな人生の岐路に

'た

さ

れたことは2回あった。仕事を決めるときと、仕事をやめようと決めたときだ。どち

らの場合も、道は、逃亡に極めて近い挑戦、いや挑戦に極めて近い逃亡により決まっ

たと思う。仕事を決めるときは、自分の感した科学のおもしろさを人に伝えられたら

という気llちを持つて、教師になることを選んだが、実は、専門を生かした研究に本

気で携わり、仕事としてやって行けるかどうかの不安の方が大きかったのではないだ

ろうか。教llをたった2年でやめようと決めたときは、今の受験が絡んでくる教育と

は違う、自分自身で納得の行く教育スタイルを見つけ、いつか小さな学校をつくるた

めに、ちょつと回り道をしてみようと 「一年間ボランティア計画」への参力1を選んだ

のが、本:“は、知識も表現力も乏しく、ハッタリもきかないのに教壇に17つている自

分が1市かったことの方が大きかつたのではないだろうか。カジッてはやめ、カジッて

はやめというこの道のりは、明らかに自信のなさの表れである。そして障半を越えら

れるか、越えられないか答えが出る前に迂回してしまうのだ。そうすれば、少なくと

も本当に越えられなかったという結果は出てこない。

そのくせ 自分はちつぼけな人間ではないと思いたく、「どう生きるべきかJと 理

想を掲げて生きていた。私はどう生きたかったのか。大学で生物を学んだとき、DN

Aの つくりとしくみの美しさに魅 rされ、生まれて始めて 「創造主Jの存在を感じた。

それから、我々ヒトはなぜ発生させられるに至ったのか、その創造主の意図をさぐり、



その意図にそつて研究をしていきたいと思った。生き物は神ILである。だからそれを

分子、ネm胞、個体等のレベルで解明していくのは単なる希「学の 「形Jで あり、それに

取り組むのに本当に大切なのは、学問|1興味だけでなく 純粋な科学の 「精神Jだ と

思つた。そして、それは生き方の 「精神Jに もつながると思い 「創造■はなぜ ?J

と繰り・lVし考える それが私の生き方の来本であった。問題なのは、それにとらわれ

すぎていたことだ。その理想をもって現実に起こる問題を解決しようとしても もち

ろん時間がかかる、だからあせる そしてその力もない、またあせる、そうしていつ

たん別の道べと逃げるのだ。明らかにlltけるという敗Jヒ感を感じつつ、しかし新しい

道を求める自分はチヤレンジヤーなのだと言い問かせて 気持ちをごまかしてきたの

だ。そんな私は 不自然に、かなり危険なところに危険な状態で,っ ていたのだろう。

しかし このあぶらむでの41活の中で それに気づき、私は変わった.す べてにtto

いて中途にあった自分を ゼロにもっていくことができるようになったのだ。このゼ

ロというの1よ|「 く,;えないが 段l・的なゼロではなく 位置llなぜ口というのだろ

うか  か
',始

めてみようという感覚ではない。なまし,oや80C″,ることに使llt感を

I,たなくて ,ヽltく 20や30であることに劣等感を

オサつこともなく、白 |であり、,1けているイ1置と

いう感じのゼロだ。(■実私も  ■,II会でイ「り
`

を続け
',れ

なかったことの劣■惑と レ ルを外

れることのできる人出|であるということの優旭感

を, だヽきitけてヽヽた。)と にかく私 ま と
',わ

オt

るのをやめ、lilIVされて楽になった.

なぜそうできたのか。理 ||はどうあれ、今までのレ ルの 1の人41で築き :げた財

産を捨て思い切って飛び日1したこと.そ して、単なる空「1としてII仙することのでき

ない 人が変わつて行 くための多くのフアクタ をもった |あふらも」がそうさせて

くれたこと|ままちがいない。そうして、1生活する=Jlき ているJと いう私に適 した

41き方が与えられたのだ.

特に、日々の生活の中で 「農作業が好きだ|と感 じるときが手せだ。私には、収穫

の喜びよりも、作物が成長していく過程を見守る |びの方が大きい。移動することが

できないが故に、彼らの獲得 した牛きていくための手段は退 しく 種によつてさまざ

まなスタイルは ほれはオtと見とれてしまうほどに美 しい。l●物に接 し続けていれば

いつか宇宙の真理 さえも見えて くるような気 までする。「牛宙の真理J(倉」造■はな

ぜ ?と 変わりはないが.)そ れを追求することが、今のところの、もしかしたら永遠

の私の生き方のテーマなのかもしれない。生き方のテーマがこのように抽象的だと、

「自由に|



V

V

きつと行き着く先もはっきりしたところではないだろう。でもその方が、■結果よりも

過程を楽しめる。だから、今は高らかに理想を掲げて何かを行なうより、「あれをゃ

らてみたいJという単純で小さな自分の気持ちを信じてとりくみ、葛藤をくりかえし、

迷いながら漢然としたところにたどりつきたいと感じる。

あぶらむに来てから、人間的に大きく成長したということは全くない。できるよう

になったことは、ただ一つ、厳しく自分をチェックし直し、優しく自分を認めること

だ。土に汚れた指、額に流れる汗、それを吹き飛ばす畑をわたる風、黒いTシ ャツを

着たときに感じる光のエネルギー、高いところから低いところへ正直に流れてくる水、

それをまた高いところへ引き上げる植物の営み、きっとすばらしい物が中にいつぱい

詰まっているのだろうと思わせる土、そういったものとともに生きていることを幸せ

だと感じる自分が大好きたと思えるようになったことだ。

悟浄は悟空を見て思う。「自由な行為とは、どうしてもそれをせずにはいられない

ものが内に熱してきて、おのずと外に現われる行為の謂だ。」捨ててしまった財産を

取り戻したくなるときは今でもあるが、やっぱり私は今の生き方に遺つて行かずには

いられないだろう。それが私なりの生き方だから。いつまでも自由に。

晴れた日に、寝転がつて遠くを眺めたら、

いつもと違う角度で見たこの世界が、

不思議な広がりをもって、オイラの中に

飛び込んできたらしい。

そうして

訳けの分からないものに囚われるのはもうやめようと

思つたら、

いつもと同じ、変わらないこの世界から、

オイラにとって、オイラなりのナチュラルな生き方が、

プレゼントされたらしい

`そうだ。

幸せはきっと自分の力で獲得していくものなのだろう。

そうすればきっと周りが与えてくれるものなのだろう。
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